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最近、既婚の若い女性の間では、午後に集まって、お食事会をしながら軽くお酒もいただくというのが密かなブームだといいます。（←ブームという表現はよいとしても、あやかっては再考を）ビジネスチャンスに（コンビニの定番商品をめざしたい。具体的な目標を入れること）つなげたいと思います。

Ａ企画の背景

データによると、（←データを出すときは具体的な数字で）の女性が昼間にお酒を飲んだことがあるという結果だった。誰といっしょに飲んでいるかを（←具体的にはどのような調査か？）、20代では、「友人・仲間」が圧倒的に多かった。楽しくおしゃべりしながら、軽く飲酒するスタイルが芽生えつつあるのだと考える。これは、昼間から酒、とういうことにタブーがなくなったためであろう。40代では日ごろ飲むお酒には固定銘柄があるのに対し、とくに20代では、特定のお酒にこだわらず、いろんなものを試してみる傾向があることも大きな特徴だ。

B企画の目的

発泡酒のいっそうの販売促進を図りたい

Cリサーチ（１０００人に聞いた「天然水を好む理由」）

